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うに見えた体制は、無力と思われた市民による抗議行動の急激な高まりに直面して、一気
に崩壊した。本稿はその力学を、方法論的個人主義に立脚した臨界量・閾値モデルという
理論的観点から説明しようとする。 
本稿は、大衆抗議行動の発展を、異なる選好と行動様式を持つ人々が、期待効用に関す
る計算を更新しつつ、抗議行動への関与の「臨界量」を段階的に達成する力学によって説
明する。すなわち、潜在的抗議者である市民は、抗議行動の規模の拡大によって、体制に
よる否定的制裁からの保護を確保すると同時に、効果的な政治的変化を起こすことができ
るという期待を増大させることができた。その結果、抗議行動がドミノ状に拡大した。一
方、体制側は、この過程とは逆に、体制内分子の離脱により急速に空洞化され、そして体
制中枢の質の低い意思決定ともあいまって、最終的に市民の前にそのひざを屈した。以上
のような本稿の分析は、東ドイツにおける共産主義体制の崩壊が、いわば「力無き者
(Powerless)による革命」であったことを傍証するものとも言える。  
 
 
以上 
